きそ かいどう ならい い いだ まち 

木 曾 街道、 奈良 井の 駅 は、 中央線 起点、 飯 田 町より 

一 五八 哩 二、 海抜 三 二 〇〇 尺、 と 言い出す より、 

ひざく リ： D 

膝 栗毛 を 思う 方が 手っ取り早く 行旅の 情 を 催させる。 

やじろ ベ え き だはち とリ いとうげ 

ここ は 弥次 郎兵 衛、 喜 多 八が、 とぼとぼと 鳥居 峠 を 

越す と、 日 も 西の 山の端に 傾きければ、 両側の 旅籠 屋 

より、 女 ども 立ち 出で て、 もしもしお 泊ま リじゃ ござ 

ん しない か、 お 風呂 も 湧いて いずに、 お泊まり なお 泊 

まりな —— 喜 多 八が、 まだ 少し 早い けれど …… 弥次 郎、 

もう 泊まっても よかろう、 のう 姐さん 女、 お 泊ま 



さかい さんきち つた きそ かけはし 

この、 筆者の 友、 境賛吉 は、 実は 蔦 かずら 木 曾の 桟橋、 

ねざめ とこ あげ ま つ 

寝覚の 床な ど を 見物の つもりで、 上 松までの 切符 を 

持って いた。 霜月の 半ばであった。 

ぜん 

「 …… しかも、 その (薔麦 二 膳) に は 不思議な縁が あ 

りました よ …… 」 

と、 境が 話した。 

昨夜 は 松 本で 一泊した。 御存じの 通り、 この 線の 汽 

しおじり のりかえ 

車 は 塩 尻から 分岐点で、 東京から 上 松へ 行く ものが 松 

本で 泊まった の は 妙で ある。 もっとも、 松 本へ 用が 

あつ て 立ち寄つ たの だと 言えば、 それまでで ざっと 済 

ゆる つじつま 

む。 が、 それ だと、 しめくくりが 緩んで ちと 辻 棲が 合 



んぞ 寄っても 着かない、 .：：• ばかりで ない。 この 霜夜 

なまぬる く 

に、 出し がらの 生温い 渋茶 一杯 汲んだ きりで、 お 夜食 

まん ま たん 

ともお 飯と も 言い出さぬ。 座敷 は 立派で 卓 は 紫檀 だ。 

火鉢 は 大きい。 が 火の気 は ぼつち り。 で、 灰の 白い の 

ちょうし い 

にしが みついて、 何しろ 暖かい もので ぉ铫子 をと 云う 

と、 板前で 火 を 引いて しまいました、 なんにも 出来 ま 

ねえさん そつけ 

せんと、 女中の 素気な さ。 寒さ は 寒し、 なるほど、 火 

を 引いた ような、 家中 寂寞と はして いたが、 まだ 十一 

時 前で ある …… 酒 だけな りと、 頼む と、 おあいに く。 

ビィル 

酒 はない のか、 ござりません。 —— じ や、 麦酒で も。 

それ もお 気の毒 様 だと 言う。 姐さん …… 、 境 は少々 居 



旅籠の 飯 は。 へい、 それが 間に合いません ので …… 火 

を 引いた あとな もんで な あ —— 何の 怨み か 知らないが 

きっかい 

こうなる と 冷遇 を 通り越して 奇怪で ある。 なまじ 紹介 

状が ある だけに、 i 一曄 面で、 宿 を 替える とも 言われな 

ぜんせ ごう あきら そ ば うどん 

い。 前世の 業と 断念め て、 せめて 近所で、 薔麦 か餛飩 

の 御 都合 はなるまい か、 と 恐る恐る 申し出る と、 餛 飩 

なら 聞いて みましょう。 ああ、 それ を 二 ぜん 頼みます- 

女中 は遁げ 腰の もった て 尻で、 敷居へ 半分 だけ 突き 込 

ひざ ぶしょう 

ん でいた 膝 を、 ぬいと 引つ こ 抜いて 不精に 出て 行く。 

待つ ことしば らくして、 盆で 突き出し たやつ を 見る 

ど んぶリ す 

と、 丼が たった 一 つ。 腹の 空いた 悲し さに、 姐さん 



ひば つ かまど わりぎ た わび 

干 菜 を 釣る し、 土間の 竈で、 割 木の 火 を 焚く、 侘し そ 

からす のぞ がいとう 

うな 旅籠 屋を烏 のように 視き 込み、 黒き 外套で、 御免 

まお か！ や おやじ 

と、 入る と、 頰 冠り をした 親父が その 竈の 下 を 焚いて 

かまち すす 

いる。 框がだ だ 広く、 炉が 大きく、 煤けた 天井に 

はち けん つい ちゅうもん 

八 間 行燈の 掛かった の は、 山 駕籠と 対の 註文 通り。 

はしごした 

階 子 下の 暗い 帳場に、 坊主頭の 番頭 は 面白い。 

「いら つ せえ ご 

蔷麦ニ 膳、 isw 二 膳と、 境が 覚悟の 目の前へ、 身軽 

い んぎ ん えしゃく やき ふ 

に ひょいと 出て、 慇憝に 会釈 をされ たの は、 焼麸 だと 

かやく かまぼこ 

思う (しつぼく) の 加 料が 蒲鋅 だった ような 気がした。 

つる 

「お客様 だよ —— 鶴の 三番 ご 



冷め はしない。 …… 通いが 遠くって 気の毒 だ。 三本ば 

いちど. *.J 

か リー 時に 持って おいで。 …… どうだい。 岩 見 重太郎 

が 註文 をす るよう だろう ご 

「お ほほ ご 

みずがめ 

今朝、 松 本で、 顔 を 洗った 水瓶の 水と ともに、 胸が 

氷に 鎖され たから、 何の 考え もっかなかった。 ここで 

暖かに 心が 解ける と、 …… 分かった、 餛飩で 虐待した 

理由と いうの が —— 紹介状 をつ けた 画伯 は、 近頃で こ 

そ 一 家 をな したが、 若くて 放浪した 時代に 信 州路を 

へめぐ いつつき こ 

経歴って、 その 旅館に は 五月 あまり も 閉じ籠 もった。 

滞 る 旅籠 代の 催促 もせず、 帰途に は 草鞋 銭まで 心 着 



とうつ かり 言った。 …… 

じょうだん 

「串戯 のよう です が、 全く 三階まで ご 

つかまつ 

「どう 仕 りまして ご 

「まあ、 こちらへ —— お 忙し いんです かご 

ぜん 

「いえ、 お膳 は、 もう 差し上げました。 それが、 お 客 

様 も、 貴方 様の ほか、 お 二 組ぐ らいよ リ ございま せんご 

「では、 まあ こちらへ。 さあ、 ずっと ご 

「は ッ、 どうも ご 

ひとつ 

「失礼 をす るか も 知れない が、 まあ、 一 杯。 ああ、 I 

I ちょうどお 姚 子が 来た。 女中さん、 お 酌 をして あげ 

て 下さい ご 



たので はない のです よ。 …… 弱った な、 どうも。 実は 

ね、 ある その 宴会の 席で、 その 席に 居た 芸妓が、 木 曾 

の 鵜の 話 をし たんです —— 大分 酒が 乱れて 来て、 何と 

か 節と いうの が、 あっち こっちで はじまる と、 木 曾 節 

というの が この 時 顕われて、 —— きいても 可 懐し い 土 

地 だから、 うろ覚えに 覚えて いるが、 (木 曾へ 木 曾へ と 

積み出す 来 は) 何とかって いうので ね …… 」 

「さようで。」 

ちょく さ たばこ 

と 真四角に 猪口 をお くと、 二つ 提げの 煙草入れから、 

きせる かね ひばち 

吸い かけた 煙管 を、 金の 火鉢 だ、 遠慮なく コッ ッンと 

■. こ た 

古 I レ て 



い な たかと 

「 …… (伊那 や 高遠の 余り 来) …… と言うで ございま 

す、 米、 この 女中の 名で ございます、 お 米。」 

いさく 

「あら、 何 だよ、 伊作さん ご 

と 女中が 横にら みに 笑って 睨んで、 

うち 

「旦那さん、 —— この 人 は、 家が 伊那 だ もんで ござい 

ますから ご 

「は あ、 勝 頼 様と 同国です なご 

「まあ、 勝 頼 様 は、 こんな 男ぶ りじゃありません がご 

「当り前よ ご 

とむ ッ つりした 料理番 は、 苦笑い もせず、 また コッ 

ッンと 煙管 をぬ く。 



ひいき 

「それ だ もんです から、 伊那の 貝顯属 をし ますの —— 木 

曾で 唄う の は 違います が。 —— (伊那 や 高遠へ 積み出 

きそ じ 

す 米 は、 みんな 木 曾路の 余り 米) —— と 言います の ご 

「さあ …… それ は どっちに しろ …… その 木 曾へ、 木 曾 

への きっかけに 出た 話なん ですから、 私たち も 酔って 

はいるし、 それが あとの 贄川 だか、 峠を越した 先の 藪 原、 

あげ ま つ き 

福 島、 上 松の あたり だか、 よく は 訊かなかった けれど 

げいしゃ 

も、 その 芸妓が、 客と 一所に、 鵜 あみ を 掛けに 木 曾へ 

行った という 話 をし たんです。 …… まだ 夜の 暗い うち 

さしず 

に 山道 を ずんずん 上って、 案内 者の 指揮の 場所で、 か 

すみ を 張って 画 を 揚げる と、 夜明け 前、 霧の しらじら 



たんだ。 だって、 覿面に 綺麗な 鬼に なった じゃあない 

か。 …… どうせ そうよ、 …… 私 は 鬼よ。 でも 人に 

食われる 方の …… なぞと 言いながら、 でも 可 恐い わね、 

ぞっとす る。 と、 また 口 を 手 巾で 圧え ていたの さ ご 

「ふ— んご と 料理番 は、 我 を 忘れて 沈んだ 声して、 

「ええ。 旦那、 へい、 どうも、 いや、 全く。 —— 実際、 

危の うご ざいます な。 そういう 場合に は、 きっと 

怪我が あるんで して …… よく、 その 姐さん は 御 無事で 

おんたけ ぐち み の かい 

した。 この 贄 川の 川上、 御嶽 口。 美 濃 寄 リの峡 は、 よ 

け いに 取れます が、 そ の 方の 場所 は ど こで > J ざ います 

げいしゃ しゅう かた 

か 存じません —— 芸妓 衆 は 東京の どちらの 方で ご 



思う 下から チクチクと 筋が 動いて 痛み 出す。 —— もつ 

とも、 戸外 は 日当り に 針が 飛んで いようが、 少々 腹が 

痛もう が、 我慢して、 汽車に 乗れない という 容体で は 

なかった ので。 ：•：. ただ、 誰も 知らない。 この 宿の 居 

心の いいのに つけて、 どこかへの つらあて にと、 逗留 

する 気にな つたので ある。 

ところで 座敷 だが —— その 二度め だった か、 厠の 

かえりに、 わが 座敷へ 入ろうと して、 三階の 欄干から、 

のぞ はしごだん ほうき 

ふと 二階 を視 くと、 階 子 段の 下に、 開けた 障子に、 箒 

と はたき を 立て掛けた、 中の 小 座敷に 炬鐽 があって、 

床の間が 見通される。 …… 床に 行李と 二つば かり 重ね 



もえぎ >7 ろしき さなだひも 

た、 あせた 萌 葱の 風呂敷 づ つみの、 真田紐で 中 結わえ 

たびあきんど 

をした のがあって、 旅商人と 見える 中年の 男が、 ずッ 

ぷリ床 を 背負って 当たって いると、 向い合いに、 一人 

ちゅうどしま ひざ 

の、 中年増の 女中が ちょいと 浮 腰で、 膝 をつ いて、 手 

さきだけ 炬鐽に 入れて、 少し 仰向く ようにして、 旅 商 

人と 話 をして いる。 

さま がけ 

なつかしい 浮世の 状 を、 山の 崖から 掘り出して、 

旅 宿に 嵌めた ように 見えた。 

座敷 は 熊の 皮で ある。 境 は、 ふと 奥山へ 棄 てられた 

ように、 里心が 着いた。 

一昨日 松 本で 城 を 見て、 天守に 上って、 その 五 層め 



の 朝 霜の 高層に 立って、 ぞっとし たような、 雲に 連な 

る、 山々 の ひしと 再び 窓に 来て、 身に 迫る の を 覚え も 

なおざり から 

した。 バスケットに、 等閑に 絡めた ままの、 城 あとの 

くず ぼり こけ いしがき は つた 

崩れ 堀の 苔む す 石垣 を 這って 枯れ 残った 小さな 蔦の 

紅 の "鵜の 血の したたる ごときの を 見る につけても 

…… 急に 寂しい。 —— 「お 米さん、 下 階に 座敷 は ある 

まい か。 —— 炬燧に 入って ぐっすりと 寝た いんだ ご 

あきんど しゅう ではい 

二階の 部屋々々 は、 時なら ず 商人 衆の 出入りが あ 

るから と、 望む ところの 下座 敷、 おも 屋 から、 土間 を 

長々 と 板 を 渡って 離れ座敷の ような 十 畳へ 導かれた の 

であった。 



一尾 か 二 尾で 足りる ものなら、 お 客 は 幾人 だか、 今夜 

の k 用 だけ は 私が その 原料 を 買っても いいから ご 女 

中の 返事が、 「いえ、 この 池の は、 いつもお 料理に はつ 

かいません ので ございます。 うちの 旦那 も、 おかみ さ 

んも、 お 志の 仏の 日に は、 鮒 だの、 鯉 だの、 …… この 

池 へ 放しな さ る ん で ござ います。 料理番 さ ん もやつ ぱ 

り。 …… そして 料理番 は、 この 池の を 大事に して、 

かわい ひま 

可愛がって、 そのせ いです か、 隙 さえ あれば、 黙って 

ああ やって 庭へ 出て、 池を靦 いてい ますんで すご 「そ 

あつら 

れ はお 跳え だ。 ありがた いご 境 は 礼を言つ たくらい 

であった。 



と 帯 を 解き かける と、 ちゃぶ り という < が 

居て 湯 を 使う 気勢が する。 この 時、 洗面所の 水の 音が 

ハタと やんだ。 

境 はためら つた。 

が、 いつでも かまわぬ。 …… 他が 済んで、 湯の あい 

た 時 を 知らせても らいたい と 言つ ておいた ので ある。 

誰も 入って はいまい。 とにかくと、 解き かけた 帯 を 挟 

んで、 ずッと 寄って、 その 提灯の 上から、 扉に ひった 

ほお そで 

リと頰 をつ けて 伺う と、 袖の あたりに、 すう— と 暗く 

なる、 蠟燭 が、 またぼうと 明くなる。 影が 痣に なって、 

かた ほ し 

巴が 一 つ 片頰に 映る ように 陰気に 沁み 込む、 と 思う と、 



「まあ、 そんなに お腹が すいたん です の ご 

「腹 もす いたが、 誰かお 客が 入って いるから ご 

「へい、 …… こっちの 湯 どの は、 久しく 使わなかった 

のです が、 あの、 そう 言って は 悪う ございます けど、 

そ * つじ だんな さま 

しばらく ぶりで、 お 掃除 かたがた 旦那 様に 立てました 

ので ございま すから、 …… あとで 頂きます まで も、 … 

…あの、 まだ どなた も ご 

「かま やしない。 私 は ゆっくりで いいんだ が、 婦人の 

客の ようだった ぜご 

「へいご 

と、 おかしなべ ソを かいた 顔 をす ると、 手に 持つ 铫 



また 響き 出した。 男の 声 も 交じって 聞こえる。 それが 

や ふ すま ま る 

止む と、 お 来が 襖から 円い 顔 を 出して、 

「どうぞ、 お 風呂へ ご 

「大丈夫 かご 

「 Hn ま 矛 II 

とちと てれた ように 笑う と、 身 を 廊下へ 引く のに、 

てぬぐい さ 

押し 続いて 境 は 手拭 を 提げて 出た。 

橋が かりの 下り 口に、 昨夜 帳場に 居た 坊主頭の 番頭 

と、 女中 頭 か、 それとも 女房 かと 思う 老けた 婦と、 

もう 一人の 女中と が、 といった 形に 顔 を 並べて、 

ひと かたま リ 

一 団 になって こなた を 見た。 そこへ お 来の 姿が、 



順に 流れて、 洗面所 を 打つ 水の 下に、 さっきの 提灯が 

もうろう ともえ 

朦朧と、 半ば 暗く、 巴 を 一 つ 照らして、 墨で かいた 炎 

なまず は とも 

か、 鯰の 跳ねた か、 と 思う 形に 点れて いた。 

いまにも 電燈が 点く だろう。 湯殿 口へ、 これ を 持つ 

て 入る 気で、 境が こごみ ざまに 手 を 掛けよう とすると 

提灯が フッと 消えて 見え なくなった。 

消えた ので はない。 やっぱり これが 以前の > J とく、 

湯殿の 戸口に 点いて いた。 これ はおの ずから I 卞 して、 

下の 板 敷の 濡れた のに、 目の 加減で、 向う から 影が 映 

した ものであろう。 はじめから、 提灯が ここにあった 

次第で はない。 境 は、 斜めに 影の 宿った 水中の 月 を 手 



に 取ろうと したと 同じで ある。 

つま 

爪 さぐりに、 例の 上がり場へ …… で、 念のために 戸 

口に 寄る と、 息が 絶えそう に 寂寞しながら、 ばち やん 

と 音が した。 ぞッと 寒い。 湯気が 天井から I 卞 になって 

点滴る ので はなしに、 屋根の 雪が 溶けて 落ちる ような 

気勢で ある。 

ばち やん、 …… ちゃぶ りと 微かに 湯が 動く。 とまた 

得なら ず艷 な、 しかし 冷たい、 そして、 にお やかな、 

おしろい ひとはだ まつ 

霧に 白粉 を 包んだ ような、 人膚の 気がす ッと 肩に 絡 

うなじ な 

わって、 頸 を 撫でた。 

えもん 

脱ぐ はずの 衣紋 を かっしめ て、 



「不断の ことではありません が、 …… この、 旦那、 池 

の 水の 涸れる ところ を 狙 うんで ございます。 鯉 も 鮒 も 

ひれ 

半分 鰭 を 出して、 あがきが つかない ので ございま すか 

らご 

リ こう やつ 

「怜悧 な 奴 だね ご 

うお かわいそう 

「馬鹿な 人間 は 困つ ちまい ま す —— 魚が 可哀相 で w J ざ 

いますので …… そうかと言って、 夜 一夜、 立 番をして 

も おられません。 旦那、 お 寒う ございます。 おしめな 

ごちゅうもん 

さい まし。 …… そち こち 御 註文の 時刻で ございま すか 

ふてぎわ 

ら、 何 か、 不手際な もので も 見繕って 差し上げます ご 

「都合が ついたら、 君が 来て 一杯、 ゆっくり つき 合つ 



追い 立つ ると も、 驚かす とも、 その 場合の ことと して 

…… 第一、 気 もそぞ ろな こと は、 二度まで 湯殿の 湯の 

すきま た 

音 は、 いずれの 隙間から か 雪と ともに、 鷺が 起ち 込ん 

i 'あ 

で 浴み したろう、 とそう さえ 思った ほどであった。 

のぞ 

そのまま じっと 視 いている と、 薄 黒く、 ごそごそと 

そで わき 

雪 を 踏んで 行く、 伊作の 袖の 傍 を、 ふわりと 巴の 提灯 

が 点いて 行く。 おお 今、 窓 下で は 提灯 を 持って はいな 

かった よう だ。 —— それに、 もう やがて、 庭 を 横ぎ つ 

て、 濡縁 か、 戸口に 入りそう だ、 と 思う まで 距 たった。 

f ほいまで 小さく 見える、 としば らくして、 ふと あとへ 

戻る ような、 やや 大きくな つて、 あの 土間 廊下の 外の、 



さ ；： > とかた 

の 覚めます ような 御 婦人 客が、 ただお 一方で、 おいで 

になった ので ございます。 目の 覚める よう だと 申 

しましても 派手ではありません。 婀娜な 中に、 何とな 

く 寂し さの ございます、 二十 六 七のお 年 ごろで、 高等 

まるまげ ご ようす 

な円鬍 でお いでで ございました。 —— 御容 子の いい、 

背の すらりと した、 見立ての 申し分のない、 しかし 奥 

なま 

様と 申す に は、 どこか 媚 めかし さが 過ぎて おります。 

そこ は、 田舎 もので も、 大勢 お客様 をお 見かけ 申して 

ぉリ ますから、 じきにく ろうと 衆 だと 存じました ので 

みのきち ねえ 

ございまして、 これが 柳 橋の 蓑吉 さんと いう 姐さん 

つや さま 

だった ことが、 後に 分かりました。 宿帳の 方 はお 艷様 



このお 座敷 も 同様にし ばらく 使わずに おき ましたの を、 

旦那の ような 方に 試みて いただけば、 おのず と 変な こ 

ともなくな りましょうと、 相談 をいた しまして、 申す 

もい かがで ございま すが、 今日 久しぶりで、 湧かし も 

使い もいた しました ような 次第な ので ございます。 

ところで、 ぉ艷 様、 その 御 婦人で ございま すが、 日 

のうち 一 風呂お 浴びになります と、 (鎮守 様のお 宫 は、) 

まいり にえが わかい どう 

と 聞いて、 お 参詣なさい ました。 贄川 街道よりの 丘の 

上に ございます。 —— 山 王様のお 社で、 むかし 人身 

ごくう しんしん 

御供が あがった などと 申し 伝えて ございます。 森々 と、 

もの 寂しい お 社で。 …… 村 社 は ほかに も ございま すが、 



鎮守と 言う、 お尋ねに つけて、 その 儀 を 帳場で 申し ま 

すと …… 道 を 尋ねて、 そこでお 一 人で おのぼりなさい 

ました。 目 を少々 お煩いの ようで、 雪が きらきらして 

疼む からと言って、 こんな 土地で ございます、 ほんの 

こうもり つえ 

出来 あいの 黒い 目 金 を 買わせて、 掛けて、 洋傘 を 杖の 

ようにして お出掛けで。 —— これ は 鎮守 様へ 参 ^ は、 

奈良井 宿 一 統 への 礼儀 挨拶と いうお 心だった ようで ご 

ざいます。 

ぜん 

無事に、 まずお 帰りな すって、 夕飯の 時、 お膳で 一 

口 あがりました。 —— 旦那の 前で ございま すが、 板前 

へ と、 御 丁寧に お 心 づけ を 下す つた もので ございます 



「 」 

きれい 

「桔梗 ケ 原と は 申します が、 それ は、 秋草 は 綺麗に 咲 

きます、 けれども、 桔梗ば かりとい うので は ございま 

ま つききよう 

せん。 ただ その 大 池の 水が 真 桔梗の 青 い 色で) J ざ い ま 

す。 桔梗 はかえ つて、 白い 花の が 見事に 咲きます ので 

ございまして。 …… 

まひる 

四 年 あとになります が、 正午と いうのに、 この 峠 向 

やぶ はら じゅく しょうう ま こく 

うの 藪 原 宿から 火が 出ました。 正午の 刻の 火事 は大 

きくなる と、 何 国で も 申します が、 全く 大 焼けで ござ 

いました。 

山 王康の 丘へ 上がり ますと、 一目に 見えます。 火の 



手 は、 七条 にも 上がりまして、 ぱちぱ ち ぱんぱんと 燃 

やま あ い 

える 音が 手に 取る ように 聞こえます。 …… あれ は 山間 

の 滝 か、 いや、 ぼんぷの 水の 走る の だと 申す くらい。 

この 大 南風の 勢いで は、 山火事に なって、 やがて、 こ 

こもとまで 押し寄せ はしまい かと 案じます ほどの 激し 

さで、 蚯 けつけ る もの は龃 けつけ ます、 騒ぐ もの は 騒 

てまい やしろ なかま 

ぐ。 私 なぞ は 見物の 方で、 お 社 前 は、 おなじ 夥 間で 

、. つ。 まい 

充満で ございました。 

一 一 百 十日の 荒れ 前で、 残暑の 激しい 時で ございまし 

たから、 ついつ い 少しずつお 社の 森の 中へ 火 を 見なが 

ら 入りました につけて、 不断 は、 しっかり 行く まじき 



ぐし 

お 髪が どうやら、 お 召 ものが 何やら、 一 目 見ました、 

すご おそろ 

その 時の 凄 さ、 可 恐し さと 言って は ございません。 た 

ご) ゆ ) 

だ いま 思い出しましても 御酒が 氷に な つ て 胸へ 沁み ま 

す。 ぞっとし ます。 …… それでいて そのお 美し さが 忘 

れられ ません。 勿体ない ようで ございます けれども、 

家の ない もののお 仏壇に、 うつした お 姿と 存じまして、 

なが おもかげ 

一 日で も、 この 池の 水を視 めまして、 その 面影 を 思わ 

ずに はおられません ので ございます。 さあ、 その 

時 は、 前後 も存ぜ ず、 翼の 折れた 鳥が、 ただ 空から 落 

ちる ような 思いで、 森 を 飛び抜けて、 一 目 散に、 高い 

てまい おび 

石段 を龃け 下りました。 私が その 顔の 色と、 怯えた 



—— ところで 旦那 …… その 御 婦人が、 わざわざ 木會 

やまが 

のこの 山家へ 一 人 旅 をな された、 用事が でございます 

る ご 

五 

「ええ、 その 時、 この、 村 方で、 不思議 千万な、 色 出 

まおとこ 

入り、 —— 変な 姦通 事件が ございました。 

かりまた ところ ばば しょうや 

村 入りの 雁 股と 申す 処に (代官 婆) という、 庄屋の 

お婆さんと 言えば、 まだし おらし く 聞こえ ますが、 代 

官婆。 …… 渾名で 分かります くらい おそろしく 権柄な、 



たもの だそう で。 …… 婆が えろう 家来 扱いに する ので 

ございま すが、 石 松獵師 も、 堅い 親 仁で、 はなはだし 

く 御主人に 奉って おります ので。 …… 

宵の 雨が 雪に なりまして、 その 年の 初雪が 思いの ほ 

よなか しし うさぎ あわ 

か、 夜半 を 掛けて 積もりました。 山の、 猪、 兎が 慌て 

ます。 獵 はこうい う 時 だと、 夜更けに、 のそのそと 起 

きて、 鉄砲 しらべ をして、 炉端で 茶漬 を搔っ 食らって、 

てづくり さる けず きん かぶ むしろ しらが 

手製の 猿の 皮の 毛頭 巾 を 被った。 筵の 戸口へ、 白髪 

そばき リ いろ ふんどし やつ 

を 振り乱して、 薔麦切 色の 襌 …… いやな 奴で、 とき 

は しリぱ しょ 

色の 禿げた の を 不断 まきます、 尻 端折りで、 六十 九 歳 

の 代官 婆が、 跣 足で 雪の 中に 突っ立ちました。 (内へ 



ば がんしょく 

怪 けものが 出た、 来て くれせ え。) と 顔色、 手ぶ りで 

あ え 

喘いで 言う ので。 …… こんな 時 鉄砲 は 強う ございます 

よ、 ガ チリ、 実弾 を こめました。 …… 旧主人の 後室 様 

がお 跣 足で ございま すから、 石 松 も 素 跣 足。 街道 を 

にら ら つきよう ねぶかば たけ 

突っ切って 韮、 辣薤、 葱 畑 を、 さっさつと、 化け も 

の を 見届ける のじ や、 静かに という ことで、 婆が 出て 

なんどぐ ち 

来ました 納戸 口から 入って、 中 土間へ 忍んで、 指さ さ 

のぞ 

れ るな りに、 板戸の 節穴から 視 きます とな、 —— 何と、 

ぴ ようぶ なか まくら 

六 枚 折の 屏風の 裡に、 枕 を 並べて、 と 申す のが、 寝て 

はいなかった そうで ございます。 若 夫人が 緋の 長襦拌 

かいまき えり すべ ひざ 

で、 搔 巻の 襟の 肩から ヒ つた 半身で、 画師の 膝に 白い 



うつむ な 

手 を かけて 俯向けに なりました、 背中 を 男が、 撫でさ 

すって いたの だそう で。 いつも は、 もんぺ を 穿いて、 

もめん 

木綿の ちゃんちゃんこで 居る 嫁御が、 その 姿で、 しか 

も その ありさまで ございます。 石 松 は 化け もの 以上に 

驚いた に 相違 ございません。 (おのれ、 不義 もの …… 

人畜 生。) と 代官 婆が 土 蜘蛛の ようにの さばり 込んで、 

ざま くす 

(やい、 …… 動くな、 その 状 を 一 寸 でも 動いて 崩す と I 

I 鉄砲 だぞ よ、 弾丸 だぞ よ。) と言う。 にじり 上がりの 

屏風の 端から、 鉄砲の 銃口 を ヌッと 突き出して、 毛の 

ひきがえる ねら 

生えた 蟇 のよう な 石 松が、 目 を 光らして 狙って お 

リ ま ^9 



人相と 言い、 場合と 申し、 ズ ドンと やり かねない 勢 

めんく 

いで ごさい ますから、 画師さん は 面喰らつ たに 相違 ご 

ざいますまい。 (天罰 は 立ち 処じ や、 足 四 本、 手 四つ、 

顔 二つの さらしものに してやる ベ。) で、 代官 婆 は、 近 

所の 村 方 四 軒と いう もの、 その 足で たたき 起こして 

廻って、 石 松が 鉄砲 を 向けた ままの、 その ありさま を 

おまわ リ 

さらしました。 —— 夜の あけ 方に は、 派出所の 巡査、 

だんなでら おしょう 

檀那寺の 和尚まで 立ち会わせる という 狂い 方で ござい 

まして。 学士 先生の 若 夫人と 色男の 画師さん は、 こう 

ひがの こ しごき わら さいしき なまこ 

なると、 緋鹿 子の 扱 帯 も 藁す ベで、 彩色 をした 海鼠の 

ように、 雪に しらけて、 ぐったり となった ので ござい 



ま ^9 

くく 

男 はとに かく、 嫁 はほんと うに、 うしろ 手に 縛リぁ 

おまわ リ しか 

げ ると、 細引 を 持ち出す の を、 巡査が 叱り ましたが、 

叱られる となお 吼リ 立って、 たちまち、 裁判所、 村 役 

場、 派出所 も 村会 も 一所に して、 姦通の 告訴 をす ると、 

のぼせ 上がる ので、 どこへ もやらぬ 監禁 同様と いう 趣 

で、 ひとまず 檀那寺まで 引き上げる ことにな りました 

いじょう こ きもの 

が、 活き 証拠 だと 言い張って、 嫁に 衣服 を 着せる こと 

き おまわ リ がいとう 

を肯 きません ので、 巡査さん が、 雪の かかった 外套 を 

こども 

掛けまして、 何と、 しかし、 ぞろぞろと 村の 女 小児 ま 

であと へつ いて、 寺へ 参った ので ございます がご 



境 はききつつ、 ただ 幾度 も 歎息した。 

「_ —— 遁 がした ので ございま しょうな。 画師さん は そ 

の 夜のう ちに、 寺から 影 を かくしました。 これ はそう 

あるべき でございます。 さて、 聞き ますれば、 I 

I 枠 の 親友、 兄弟 同様の 客 じ やから、 枠 同様に 心得る。 

…… 半年 あまり も 留守 を 守って さみしく 一 人で 居る こ 

と ゆえ、 嫁 女 や、 そなた も、 枠と 思うて、 つもる 話 も 

せいよ、 と 申して、 身 じまい を させて、 衣 ものまで 着 

かえさせ、 寝る 時 は、 にこに こ 笑いながら、 床 を 並べ 

させた の だと 申す ことで。 …… 嫁御 はなる ほど、 わけ 

しりの 弟分の 膝に 鎚っ て 泣きたい こと も ありまし たろ 



げいしゃ 

うし、 芸妓で しくじる ほどの 画師さん でございます、 

さす 

背中 を 擦る ぐらい はしかね ますまい、 …… で ございま 

すな。 

代官 婆の 憤り 方 をお 察しな さりとう 存じます。 学士 

先生 は 電報で 呼ばれました。 何と 宥めても 承知 をし ま 

せん。 ぜひとも 姦通の 訴訟 を 起こせ。 いや、 恥 も 外聞 

もない、 代官と いえば 帯刀 じ や。 武士た る もの は、 不 

せいま、. 

義 もの を 成敗す る はかえ つて 名誉 じ や、 とこうまで 間 

違って は 事 面倒で。 たって、 裁判沙汰に しないと なら、 

のどぶえ かま ばら 

生きて おらぬ。 咽喉 笛 鉄砲 じ や、 鎌 腹 じ や、 奈良 井川 

ふち ききょうが いけ 

の 淵 を 知らぬ か。 …… 桔梗 ケ 池へ 身 を 沈める …… こ、 



のお 頼みで ございます。 

はたしじょう おそろ 

さて、 これ は 決闘状より 可 恐し い。 …… もちろん、 

村で も 不義 ものの 面へ、 唾と 石と を、 人間の 道の ため 

力た ま， < な 力 

とか 申して 騒ぐ 方が 多 い 真中 でございますから。 … … 

どの 面さげ て 画師さん が奈良 井へ 一 一度 面が さらされ ま 

しょう、 旦那 ご 

「これ は 何と 言われても 来られ まいな あご 

「と 言って、 学士 先生との 義理合い では 来ない わけに 

はまい リ ますまい。 ところで、 その 画師さん は、 その 

お ま め 

時、 どこに 居た と 思し召します。 …… いろの ことから、 

け よ こぞつ ぼ は そで 

怪しからん、 横 頰を撲 つたと いう 細君の、 袖の かげに、 



ききょう 

「畳の ヘリが、 桔梗で 白い ように 見えました。 

(ええ、 勿体ない ほどお 似合いで。) と言うの を 聞いて、 

そリた まっさお 

懐紙 をお のけに なると、 眉の あとが いま 剃立ての 真青 

きょうだ い 

で。 …… (桔梗 ケ 池の 奥様と は？) II (お 姉妹 …… 

きれい ばち 

いや 一倍お 綺麗で) と 罰 も あたれ、 そう 申さずに はお 

られ なか つたので ございます。 

ここ をお 聞きなさい まし ご …… 

(ぉ艷 さん、 どうしましょう。) 

「雪が ちらちら 雨 まじりで 降る 中 を、 破れた 蛇 目 傘で、 

見すぼらしい 半纏で、 意気に やつれた 画師さん の 細君 



が、 男 を 寝取った 情婦と も 言わず、 ぉ艷様 —— 本妻が、 

てい いろ くめん 

その 体で は、 情婦 だって 工面 は 悪う ございます。 目 を 

わず おやもと な や 

煩ら つて、 しばらく 親許へ、 納屋 同然な 二階 借りで 引 

こ ながうた 

き 籠もって、 内職に、 娘 子供に 長唄なん か、 さらって 

暮らして いなさる ところへ、 思い余って、 細君が 訪ね 

たので ござ います ご 

(ぉ艷 さん、 私 はそう 存じます。 私が、 貴女 ほどお 美 

やど 

しければ、 「こんな 女房が ついています。 何の 夫が、 

きそ かいどう まおとこ 

木 曾 街道の 女なん ぞ にご と 姦通 呼ばわり をす る その 

ばばあ 

婆に、 そう 言って やる のが 一 番早 分りが すると 思い 

ます。) (ええ、 问 よりです ともさ。 それよりか、 なお 



その上に、 「お 妾で さえこの くらいだ ご と 言って 私 

を 見せて やります 方が、 上に なお 奥さんと いう、 奥行 

があって ようご ざいます。 「奥さんの ほかに、 私 

ほどの いろが ついています。 田舎で 意地ぎ たな をす る 

もんです かご ， 婆 にそう 言って やりましょう よ。 その 

お嫁さん のために も。) —— 

「 —— あとで、 ぉ艷 様の、 したため もの、 かきおきな 

どに、 この 様子が 見える ことに、 何とも どうも、 つい 

立ち至つ たので ございまして。 …… これで) /ざ います 

やまざる 

から、 何の 木 曾の 山猿なん か。 しかし、 念のために 土 



「岩と 岩に、 土橋が 架かりまして、 向う に 槐 の 大き 

いのが 枯れて 立ちます。 それが 危な かしく、 水で 揺れ 

てまい 

るよう に 月影に 見えました 時、 ジィ と、 私 の 持ち まし 

ちょうちん ろうそく ひ 

た 提灯 の 蠟燭が 煮えまして、 ぼんやり 灯 を 引きます。 

ともえ ひとだま 

(暗くなる と、 巴が 一 つに なって、 人魂の 黒い のが 

あ る てま い 

歩行く ようね。) ぉ艷 様の 言葉に II 私、 はッ として 

のぞ きれい 

視 きます と、 不注意に も、 何にも、 お 綺麗 さに、 そわ 

つきました か、 ともし かけが 乏しくなって、 かえの 蠟 

燭が 入れて ございません。 —— おつき 申して はお リま 

あしもと さしつ か 

す、 月夜 だし、 足 許に 差支え は ございま せんような も 

のの、 当 館の 紋の 提灯 は、 ちょっと 土地で は 幅が利き 



ます。 あなたのお ためにと 思いまして、 道 はま だ 半 町 

足らず、 つい 一 つ 走りで、 龃け 戻りました。 これが 間 

違いで ございました ご 

声 も、 言，. も、 しばらく 途絶えた。 

うらどべ い 

「裏 土塀から 台所 口へ、 …… まだ 入りません さきに、 

てんぐ ぼし 

ド ー ンと 天狗 星の 落ちた ような 音が しました。 ド ー ン 

こだま 

と砑を 返しました。 鉄砲で ございま すご 

「 」 

「びっくりして 土手へ 出ます と、 川べ りに、 薄い 銀の 

ようで ございま したお 姿が 見えません。 提灯 も 何も 

お。 ま か 

押つ 放り出して、 自分で ゎッと 言って 龃 けつけ ますと、 



いどころ まくら 

居処が 少し ずれて、 バッ タリと 土手つ 腹の 雪 を 枕に、 

帯 腰が 谿 川の 石に 倒れて おいででした。 (寒い わ。) と 

現の ように、 (ああ、 冷たい。) とおつ しゃる と、 その 

くちびる みす じ 

唇 から 糸の ように、 三条に 分かれた 血が 垂れました。 

す そ 

—— 何とも、 かと も、 おいた わしい ことに —— 裾 を 

づま ゆうぜん 

つつもうと いたします、 乱れ 棲の 友染 が、 色 を その ま 

まに 岩に 凍りつ いて、 霜の 秋草に 触る ようだった ので 

ちリ めん 

ございます。 —— 人 も 立ち会い、 抱き起こし 申す 縮緬 

ふる ぷすま にしきえ は 

が、 氷で バリ バリと 音が しまして、 古 襖から 錦絵 を剝 

がすよう で、 この 方が、 お 身体 を 裂く 思いが しました。 

胸に 溜まった 血 は 暖かく 流れました のに。 —— 
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